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ご注意 

・ Ｗindows は米国マイクロソフト社の登録商標です。 

・ その他の製品名は，各社の商標または登録商標です。 

・このプログラムおよび使用説明書の内容を予告なしに変更･改編･改良することがあります。 
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１．１ 概要 

本システムは，日本道路公団「切土補強土工法設計・施工指針（平成１４年７月版）」に基

づき，切土補強土の設計をパソコンにより行います。 

切土補強土工法は，鉄筋やロックボルトなどの比較的短い棒状補強材を地山に多数挿入する

ことにより，地山と補強材との相互作用によって切土のり面全体の安定性を高める工法である。 

本工法の設計には，崩壊対策に用いる場合と急勾配に用いる場合があり，本システムはそれ

らの設計検討を対話形式で行い，検討結果を「設計計算書」として出力します。 

本システムは，以下の項目について設計検討を行い，安全かつ経済的な切土補強土の設計を

行います。 

(1) 無補強時の安定検討 

・ 無補強時の安定計算は円弧すべり法または直線すべり法により行う。 

(2) 最大必要抑止力の算定 

・ 最大必要抑止力の算定も円弧すべり法または直線すべり法により行う。 

(3) 補強材配置および補強材長さ 

・ 補強材の使用材料 

・ 補強材の打設間隔 

・ 補強材の長さ 

(4) 補強時の安定検討 

・ 補強後の安定計算は円弧すべり法または直線すべり法による安定計算により行い，

計画安全率を確保しているかの照査を行う。 
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１．２ 特徴 

(１) 全ての検討は「切土補強土工法設計・施工指針」の手順に従って対話形式で行います。 

(２) 入力データは，利用者ファイルに保管し，再利用できます。 

(３) 検討結果は，Ａ４版の「設計計算書」としてＭｓ Ｗｏｒｄファイルに出力することができ

ます。 

(４) 計画安全率等の基本条件データは「切土補強土工法設計・施工指針」に記載されている値が

デフォルト値として画面上に表示されています。必要によって，設計者はその値を変更する

ことができます。 

(５) 無補強時，最大必要抑止力，補強時の安定検討は，円弧すべり計算法または直線すべり法で

検討可能です。 

(６) 常時の検討は常に行いますが，地震時についても検討可能です。 

(７) 常時の検討において，永久（長期）または仮設（短期）が検討できます。 

(８) 地盤は任意の座標で入力可能です。土質定数も別々に入力します。 

(９) 地盤中に水位がある場合の検討が可能です。 

(10) 地盤座標のオフセットが可能です。 

(11) 打設間隔，補強材の長さ等は各段毎に変更可能です。 

(12) 複数ののり面工タイプおよび複数の補強材の種類が同時に設置できます。 

(13) 円弧すべり線は，次の３方法が任意に指定できます。 

・指定した点を通る円弧すべり線   ･･････ ポイント法 

・指定した直線に接する円弧すべり線 ･･････ ベース法 

・指定した半径での円弧すべり線   ･･････ Ｒ法 

(14) すべり円の分割片幅は，積分法で行いますので無限小の分割片幅です。 

(15) 円弧すべり線が通過しない線（ネバーカットライン）および円弧すべり線が通過する線（カ

ットライン）が指定できます。 
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１．３ 機能 

１．３．１ 計算基準 

本システムは，次の基準に従って設計を行います。 

「切土補強土工法設計・施工指針」 

 平成１６年６月 第５刷 監修：日本道路公団 発行：財団法人 道路厚生会 

 

１．３．２ 参考文献 

「道路土工 擁壁工指針」 

 平成１１年３月 社団法人 日本道路協会 

 

「平成５年度 補強土工法の設計施工に関する検討（その２）報告書（日本道路公団）」 

 平成６年２月  財団法人 高速道路調査会 

 

１．３．３ 計算の内容 

本システムは，次の項目の計算を行います。 

(１) 無補強時の安定検討 

(２) 最大必要抑止力の算定 

(３) 補強時の安定検討 
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１．４ 適用範囲および制限条件 

(１) 地盤の層数 ： 最大３０層 

(２) １層の基礎地盤を表す座標点数 ： 最大３０点 

(３) 使用できる補強材の種類 ： 最大１５種類 

(４) 補強材の数 ： 最大１００ 

(５) 設計外力の種類 ： 活荷重，死荷重の２種類 

(６) 設計外力の個数 ： 最大２０個 

(７) 同時計算可能な直線すべりケース数 ： 最大５ 

(８) 円弧すべり格子点数 ： 最大１５×１５点 

(９) 円弧すべり計算方法 

・ポイント法  ··· 同時に計算できる点数  ： 最大１０点 

・ベース法  ···     〃   接線数 ： 最大１０直線 

・Ｒ法  ···     〃   半径数 ： 最大１０Ｒ 

(10) ファイル名 

ファイル名の拡張子は，下記の様に固定されています。 

・入力データファイル名 ： ＊＊＊＊．ＲＢＡ 

・旧入力データファイル名 ： ＊＊＊＊．ＤＡＴ 

・設計計算書のファイル名 ： ＊＊＊＊．ＤＯＣ 

 

(11) プログラムの有効数字について 

本プログラムの有効数字は１５～１６桁です。 

表示されている小数部は書式で指定された桁数に四捨五入して自動的にプログラム内

で丸められています。プログラム内で持っている値と表示値の違いにより，設計計算書

などを電卓などでチェックした場合，有効数字の違いにより手計算の値と合わない場合

があります。 

(12) 設計・施工指針の範囲外の検討項目について 

地震時の安定検討は「切土補強土工法設計・施工指針」の範囲外です。 

本プログラムでは利用者の利便を考慮し，これら検討を可能にしていますが，これらの

式は「平成５年度 補強土工法の設計施工に関する検討（その２）報告書（日本道路公

団）平成６年２月 財団法人 高速道路調査会」に記載されているものです。「切土補

強土工法設計・施工指針」の範囲外の検討項目については，利用者の判断でご利用下さ

い。 
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１．５ 稼動環境 

項     目 パ  ソ  コ  ン 

パソコン対象機種 Windows Xp が稼働する機種 

Ｏ Ｓ Windows Xp 

ハードディスク １０ＭＢ以上の空き領域を持つハードディスク 

メモリ ６４ＭＢ以上 

画面の領域 １０２４×７６８ピクセル以上 

ソフトウェア（設計計算書） Microsoft Word 2002 / 2003 の導入が必要 

 

１．６ プログラム導入および実行方法 

(１) 本システムは，ハードディスクに導入して実行する仕様になっています。 

(２) プログラム導入方法 

プログラム導入方法は，別紙「導入の手引き」を参照してください。 

(３) プログラム実行方法 

スタートメニューから「ＧＥＯ－ＳＲ2006」を実行して下さい。 

 

１．７ 解析方法 

解析方法については，下記の設計・施工指針および報告書を参照して下さい。 

「切土補強土工法設計・施工指針」 

平成１６年６月 第５刷   監修：日本道路公団  発行：財団法人 道路厚生会 

 

「平成５年度 補強土工法の設計施工に関する検討（その２）報告書（日本道路公団）」 

平成６年２月  財団法人 高速道路調査会 

 

１．７．１ 補強材の許容補強材力 

計算式は，上記「切土補強土工法設計・施工指針」を参照して下さい。 

ただし，本システムは複数の地盤の形状，土質定数が入力可能なので一部の式は上記「切

土補強土工法設計・施工指針」に記載されている式と異なった表記になっていますが，基

本的には同一です。 
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１．７．２ 円弧すべり法による計算 

（１）円弧すべり計算式 

地震時の安全率は次式で表わされる。 

（常時の式はkh=0として得られる。） 

 

 

 

ここに， Fs :安全率 

R  :すべり円の半径 (m) 

c  :粘着力 (kN/m2) 

l  :分割片で切られたすべり面の弧長（m） 

W  :分割片の重量 (kN/m) 

u  :間げき水圧 (kN/m2) 

b  :分割片の幅 (m) 

α  :各分割片で切られたすべり面の中点とすべり円の中心を 
結ぶ直線と鉛直線のなす角 (度) 

kh :設計水平震度 (無次元) 

φ  :せん断抵抗角 (度) 

h  :各分割片の重心とすべり円の中心との鉛直距離 (m) 

)sin(

]tan}sincos)-{(W[

WkhhWR

WkhbulcR
Fs

･･α＋･･Σ

φα･･α･＋･Σ 

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W’cosα 

(xO,yO) 

αＬ 

θ 

αＲ 
R 

hm 

hx 

(xL,yL1) 

(xR,yR1) 

(x,y) 

Y=ax+b 

x-xO 

xL xR 

積分区間 

すべり面（円弧） 

22 )( OO xxRyy 

W’=W-U 

W’sinα 

U 
α 

α 

α 
すべり面 

xO , yO 

X ,y 

：円弧中心座標 

：円弧面上の座標 
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（２）円弧すべり計算式の展開 

 

 

 

 

① FMRC : 粘着力による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

② FMRF : せん断抵抗角による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

③ FMRK : 地震時のせん断抵抗角による抵抗モーメント  (kN･m/m) 

④ FMDW : 分割片重量による起動モーメント  (kN･m/m) 

⑤ FMDK : 地震力による起動モーメント  (kN･m/m) 

FMDKFMDW

FMRKFMRFFMRC
Fs






（起動モーメント）

（抵抗モーメント）
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① 粘着力による抵抗モーメント 

 

② せん断抵抗角による抵抗モーメント 

 

注）水面以下は，浮力を考慮した水中単位重量とする。 

 

③ 地震時のせん断抵抗角による負の抵抗モーメント 

 

注）水面以下は，浮力を考慮した水中単位重量とする。 

 

④ 分割片の重量による起動モーメント 

 

注）水面以下は，飽和単位重量とする。（γ＝γsat） 

 

⑤ 分割片重量の地震力による起動モーメント 

 

 
XR

XL
KO

dx
zccRFMRC

θ
・･

cos
)(

dxcostan' θ･･φ･γ 
XR

XL
hxRFMRF


XR

XL
dxhxRkhFMRK θ･　　φ･･･γ sintan'


XR

XL
dxhxRFMDW θ･･γ･ sin


XR

XL
dxhmhxkhFMDK ･･γ･
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１．７．３ 直線すべり法による計算 

常時における安定計算式は「切土補強土工法設計・施工指針」を参照して下さい。 

以下に「平成５年度 補強土工法の設計施工に関する検討（その２）報告書（日本道路公

団）平成６年２月 財団法人 高速道路調査会」に掲載されている地震時の直線すべり法に

おける安定計算式を示します。 

Ｓ     Ｓ1＋Ｓ2＋Ｓ3 
Ｆs ＝ ─── ＝ ──────────  

Ｑ           Ｑ 

ここに， Ｆs ：直線すべりに対する安全率 

Ｑ ：すべり力（kN/m） 

Ｑ＝Ｗsinθ＋ｋhＷcosθ 

Ｓ ：すべり抵抗力（kN/m） 

Ｓ＝Ｓ1＋Ｓ2＋Ｓ3 

Ｓ1 ：土の抵抗力（kN/m） 

Ｓ1＝ｃ･ｌ＋（Ｗ'･cosθ－ｋhＷsinθ）･tanφ 

Ｓ2 ：補強材による引き止め抵抗力（kN/m） 

Ｓ2＝Ｔm･cosβ 

Ｓ3 ：補強材による締め付け抵抗力（kN/m） 

Ｓ3＝Ｔm･sinβ･tanφ 

Ｗ ：奥行き 1.0m 当りのすべり土塊重量（kN/m） 

Ｗ' ：浮力を考慮したすべり土塊重量（kN/m） 

ｋh ：設計水平震度 

θ ：すべり面が水平面となす角度（°） 

ｃ ：土の粘着力（kN/m2） 

ｌ ：すべり面の長さ（m） 

φ ：土の内部摩擦角（°） 

β ：補強材とすべり面となす角度（°） 

Ｔm ：補強材の設計引張り力（kN/m） 

Ｔm＝λ･Ｔpa 

λ ：補強材の引張り力の低減係数（＝ 0.7 ） 

Ｔpa：補強材の許容補強材力（kN/m） 
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１．８ 設計手順 

１．８．１ 崩壊対策に切土補強土工法を用いる場合の設計手順 
 

         ・地盤条件，地下水の条件 

         ・周辺環境条件 

    設計・施工条件の確認   ・切土補強土工法の適用性 

         ・永久，仮設，重要度 

         ・耐震設計の必要性（一般 

          的には行わない） 

  Yes    軽微な崩壊    ・施工条件 

     安定計算を省略    

         

         

経験的設計法    No      

          

    斜面の安定計算   ・すべり面の想定 

         ・地山の地盤定数の決定 

          

    必要抑止力の算定   ・計画安全率Ｆsp 

必要抑止力が大きく        

，補強土工法では        

不経済である場合        

    他工法の検討     

          

       必要抑止力が300kN/m以下，  

       L=30m以下，補強土工法の方  

       が経済的である場合 

  ・打設間隔，補強材長さ 

    補強材配置の仮定   ・完成時，施工時の安定 

    のり面工の仮定   ・使用材料 

         ・のり面工の検討 

          

         ・補強効果の検討 

    内的安定の検討   ・補強材の許容補強材力 

    外的安定の検討   ・引抜き抵抗 

         ・完成時，施工時の安定 

         ・計画安全率の確保 

    No        

    Ｆs≧計画安全率     

          

      Yes     

          

    のり面工の設計    

          

         ・防食工 

    細部構造の検討   ・補強材頭部処理 

         ・その他 

他工法         

 

 

注）   の部分は，本システムには含まれていません。 
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１．８．２ 急勾配掘削に切土補強土工法を用いる場合の設計手順 
 

          

          

    急勾配掘削     

          

          

適用範囲を超える施工条件      ・適用地盤と掘削条件によ 

大規模崩壊         る工法の適用性の判断 

      工法の適用性    ・大規模崩壊の場合は，他 

          工法の検討 

          
     適用可     

     中規模崩壊以下   ・地盤のモデル化，掘削 

          勾配，高さ，平面形状等 

    設計・施工条件の     の条件 

    確認および仮定    ・のり面工（仮設，永久の 

          有無や緑化の有無） 
必要抑止力        

300kN/mを超える        

    無補強時の安定計算    ・すべり面の想定 

    必要抑止力の算定    ・地山の地盤定数の決定 

         ・計画安全率Ｆsp 
     必要抑止力が300kN/m以下  

 他工法    崩壊長さ：L=30m以下  ・補強材の長さ，打設間隔 

         ・地盤の周面摩擦抵抗， 

     補強材配置の仮定     削孔径 

     のり面工の仮定    ・のり面工の検討 

         ・補強材の最小配置 

          

         ・補強効果の検討 

         ・施工各段階及び施工完了 

     補強後の安定計算     時の仮設の安全率の確保 

     内的安定の検討    ・埋戻し後永久のり面の安 

     外的安定の検討     全率の確保 

     施工時の安定検討    ・経済性を考慮した掘削勾 

          配，補強材配置，のり面 

          工との組合せ等の検討 

    No        

     Ｆs≧計画安全率     

          

       Yes     

          

     のり面工の設計    

          

         ・防食工 

     細部構造の検討    ・補強材の頭部処理 

         ・その他 

          

 

注）   の部分は，本システムには含まれていません。 
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２ ． 対 話 画 面 
 



 2 - 2 

２．１ メニュー項目 

 メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。 

 新規に作成するデータの場合，[設計条件]メニューをクリックします。 

 既存データの変更の場合，[ファイル]メニューをクリックします。 

２．１.１ [ファイル]メニュー 

 [ファイル]メニューは，入力データの利用者ファイルへの入出力および「設計計算書」のＷ
ｏｒｄ出力などを行います。 

２．１.２ [材料登録]メニュー 

 [材料登録]メニューは，補強材の材料定数や削孔径，のり面工低減係数などを予め登録して
おきます。 

２．１.３ [設計条件]メニュー 

 [設計条件]メニューは，設計を行うための設計条件を入力します。 
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２．１.４ [無補強時]メニュー 

 [無補強時]メニューは，無補強時の安定計算を行います。 

２．１.５ [必要抑止力]メニュー 

 [必要抑止力]メニューは，必要抑止力の算定を行います。 

２．１.６ [補強材配置]メニュー 

 [補強材配置]メニューは，使用材料，打設間隔，補強材長さ等を設定します。 

２．１.７ [補強時]メニュー 

 [補強時]メニューは，補強後の安定計算を行います。 
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２．１.８ [表示]メニュー 

 [表示]メニューは，設計断面図，計算結果の図等を表示します。 

２．１.９ [ズーム]メニュー 

 [ズーム]メニューは，表示された図の拡大表示や全体表示をします。 

２．１.１０ [ヘルプ]メニュー 

 [ヘルプ]メニューは，バージョン情報，計算基準等を表示します。 
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２．２ ファイル 

 [ファイル]をクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。 

２．２.１ 新規作成 

 現在検討しているデータをファイル保管した後，別の計算を行う場合にクリックします。 

 [新規作成]メニューをクリックすると，本プログラムを新規に立ち上げた状態になります。 

２．２.２ 開く 

 既存の入力データファイルを開きます。 

 [開く]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。リスト項目の中から開きたい
既存入力データファイル名を選択し，[開く]ボタンをクリックします。 

２．２.３ 上書き保存 

 現在開いている入力データファイルに上書き保存します。 
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２．２.４ 名前を付けて保存 

 現在開いている入力データファイルを別の名前で保存します。 

 [入力データを名前を付けて保存]メニューをクリックすると下図の画面が表示されます。テ
キストボックスにファイル名を入力し，[保存]ボタンをクリックします。 

２．２.５ ＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力 

 検討結果の設計計算書をＭＳ－Ｗｏｒｄへ出力します。 
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 設計計算書のＭＳ－Ｗｏｒｄを表示します。 



 2 - 8 

２．３ 材料登録 

 [材料登録]で登録された内容は[補強材配置－配置]で使用します。 

 本システムを導入した後，[設計条件]を入力する前に[材料登録]のメニューをクリックし，

[補強材]，[削孔径]，[低減係数]の登録を行って下さい。登録されない場合は，デフォルト

値が設定されます。 

 [材料登録]の情報は，自動的に「GEO-SR2006.MAS」のファイルに書き込まれます。ただし，

「GEO-SR2006.MAS」を他のファイルに変更することができます。その場合，既存入力データ

との関連に注意して下さい。 

２．３．１ 登録ﾌｧｲﾙを開く 

 材料登録ファイル[GEO-SR2006.MAS]とは別な材料登録ファイル（例えば[GEO-SR2006_FK.MA

S]）を利用したい場合に使用します。 

【注意】本プログラムを立ち上げると直前に使用した材料登録ファイルを読み，材料登録デ

ータをセットします。材料登録ファイルを複数作成することは，混乱をきたしますので，材

料登録ファイルは[GEO-SR2006.MAS]のみにすることをお勧めします。 
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２．３．２ 補強材の材料登録 

 使用する補強材データを入力し，登録します。 

 [編集]メニュー；下記のドロップダウンメニューがあります。 

 [材料登録ファイル名]ボタン；クリックすると，下図の画面が表示されます。材料登録ファ
イル名を入力し，[保存]ボタンをクリックすることにより材料登録ファイル名を確定します。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 

 [補強材の種類]；ドロップダウンリストの中から補強材の種類（ボルトの種類）を選ぶかあ
るいは任意に入力できます。 

 [材質]；ヘルプ画面の[■棒鋼の寸法緒元と耐力]の表におけるボルトの種類を選んだ場合，
材質が自動的にセットされます。任意に材質名を入力することも可能です。 

 [呼び径]；ヘルプ画面の[■棒鋼の寸法緒元と耐力]の表におけるボルトの種類を選んだ場合，
呼び径のリストが自動的に作成されます。任意に呼び径を入力することも可能です。 

 [公称径]；ドロップダウンリストの中から呼び径を選んだ場合，公称径は自動的にセットさ
れます。任意の値も入力可能です。 

 [σsa（補強材の許容引張応力度）]；[材質]に[SD345]を入力した場合だけ，自動的にセッ
トされます。任意の値も入力可能です。この値は永久の場合の補強材の許容引張応力度を入
力します。 
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２．３．３ 施工機械と削孔径 

 施工機械に対する削孔径を入力し，登録します。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 
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 [材料登録ファイル名]ボタン；クリックすると，下図の画面が表示されます。材料登録ファ
イル名を入力し，[保存]ボタンをクリックすることにより材料登録ファイル名を確定します。 
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２．３．４ のり面工タイプと低減係数 

 のり面工タイプとのり面工低減係数の関係を入力し，登録します。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 

 [材料登録ファイル名]ボタン；クリックすると，材料登録ファイル名を変更することができ
ます。 
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２．４ 設計条件 

 無補強時，必要抑止力および補強時の安定検討を行うための「設計条件」を入力します。 

 [設計条件] をクリックすると，下図のドロップダウン・メニューが表示されます。 

 [基本条件]メニューから下方向に順次入力して行きます。 

 入力し終わった項目には「∨」マークが付きます。 
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２．４.１ 基本条件 

 [基本条件]のデータを入力します。 

 一般的に[Enter]キーおよび[Tab]キーを押すことにより次の入力項目に移動します。また[S

hift+Tab]キーを押すことにより前の入力項目に移動します。 

 [戻る]ボタン ；一般的に前画面に戻りますが，本画面では使用できません。 

 [次へ]ボタン ；クリックするとデータをセットして次画面に行きます。 

 [ＯＫ]ボタン ；クリックするとデータをセットして初期画面に戻ります。 

 [画面縮]ボタン；画面を小さくする場合にクリックします。図が確認できます。 

 [画面拡]ボタン；画面を大きくする場合にクリックします。 

 [発注先]テキストボックス；発注先は「設計計算書」の表紙に印字されます。 

 [工事名]テキストボックス；工事名は「設計計算書」の表紙に印字されます。 

 [安定計算方法]オプションボタン；斜面（切土のり面）の崩壊形態を想定して，円弧すべり
法または直線すべり法を選択して下さい。 

 [地震時の検討]チェックボックス；耐震設計が必要な場合，チェックを入れて下さい。 

 [安定検討]チェックボックス ；安定検討する項目にチェックを入れて下さい。 

 [腐食代]テキストボックス；デフォルトで設定する以外の腐食代を設定する場合，入力して
下さい。 

 [永久・仮設]オプションボタン；永久，仮設１，仮設２の中から選択して下さい。 

 [補強斜面の計画安全率]テキストボックス；デフォルトで設定する以外の補強斜面の計画安
全率を設定する場合，入力して下さい。 

 [極限周面摩擦抵抗の計画安全率]テキストボックス；デフォルトで設定する以外の極限周面



 2 - 16 

摩擦抵抗の計画安全率を設定する場合，入力して下さい。 

 [補強材の引張り力の軽減係数：λ]テキストボックス；デフォルトで設定する以外の補強材
の引張り力の軽減係数の計画安全率を設定する場合，入力して下さい。 

 ポップアップメニュー；データを入力する項目で右クリックすると下記のホップアップメニ
ューが表示されます。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 入力説明の画面において，一般的に，■は「切土補強土工法設計・施工指針」に記載されて

いる内容をほぼそのまま記載している箇所です。●，◆は主にプログラムの内容についての

説明をした箇所です。 
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２．４.２ 地盤の土質定数および座標 

 地盤の土質定数，極限周面摩擦抵抗および座標を入力します。 

 [地盤番号]ドロップダウンリスト；地盤を新規に追加する場合[新規]を選びます。 

 [土の単位体積重量]テキストボックス；土の空気中の単位体積重量を入力します。 

 [水中単位体積重量]テキストボックス；水位以下の層について土の水中の単位体積重量を入

力します。水位以上の場合は空気中の単位体積重量と同じ値を入力します。 

 [土の粘着力]テキストボックス；土の粘着力を入力します。 

 [土の内部摩擦角]テキストボックス；土の内部摩擦角を入力します。 

 [土の種類]ドロップダウンリスト；土の種類をドロップダウンリストから選択します。また

入力も可能です。ドロップダウンリストから選択した場合，注入材と地盤の間の極限周面摩

擦抵抗が自動的に設定されます。 

 [注入材と地盤の間の極限周面摩擦抵抗]テキストボックス；デフォルトで設定する以外の極

限周面摩擦抵抗を設定する場合，入力して下さい 
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 [編集]メニュー；座標値を入力する場合，下記のドロップダウンメニューがあります。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 
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 [画面縮]ボタンをクリックすると，[地盤座標]を表示します，[画面拡]ボタンをクリックす

ると，データ入力の画面に戻ります。 

 [土質区分の確認]ボタンをクリックすると，[土質区分図]を表示します。 
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２．４.３ 設計外力 

 鉛直荷重としての設計外力を入力します。 

 [設計外力]チェックボックス；設計外力を入力する場合，チェックボックスをオン(∨印を
付ける)にします。入力しない場合はオフにします。 

 [荷重の種類]コンボボックス；[活荷重]，[死荷重]の２種類の中から選択します。 

 [左端座標：ＸL，ＹL(m)]；荷重の左端Ｘ座標を入力するとＹ座標が自動的に設定されます。 

 [右端座標：ＸR，ＹR(m)]；荷重の右端Ｘ座標を入力するとＹ座標が自動的に設定されます。 

 荷重載荷位置は地表面にあるものとします。 

 [荷重：Ｗ(kN/m2)]；常時，地震時の荷重を入力します。 

 [編集]メニューには下記のドロップダウンメニューがあります。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 

 [画面縮]ボタンをクリックすると，入力中の荷重を赤色で表示します。[画面拡]ボタンをク

リックすると，データ入力の画面に戻ります。 

 [確認図]ボタンは[画面縮]と[画面拡]を繰り返します。 
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２．４.４ 地盤座標のオフセット 

 地盤座標のオフセットを行います。 

 [Ｘ座標のオフセット量：ΔＸ(m)]テキストボックス；Ｘ方向のオフセット量を入力します。 

 [Ｙ座標のオフセット量：ΔＹ(m)]テキストボックス；Ｙ方向のオフセット量を入力します。 

 [オフセット]ボタンをクリックすると，下記のオフセット実行の確認が表示します。 

 [はい]ボタンをクリックして設計条件を再計算すると，地盤座標および設計外力がオフセッ
トされます。 
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２．５ 無補強時 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[円弧すべり法]を選択し，地震時の検討を行

わない場合は下図の表示となります。 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[円弧すべり法]を選択し，地震時の検討を行

う場合は下図の表示となります。 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[直線すべり法]を選択した場合は下図の表

示となります。 

２．５.１ 円弧すべり計算[常時] 

 円弧すべり計算[常時]のデータ入力をします。 



 2 - 25 

 [条件]メニューは，円弧すべり線の指定を行います。円弧すべり線は次の３方法があります。 

・指定した点を通る円弧すべり線    ・・・  ポイント法 

・指定した直線に接する円弧すべり線  ・・・  ベース法 

・指定した半径での円弧すべり線    ・・・  Ｒ法 

 [計算]メニューは，円弧すべり計算により，安全率を計算します。 

 [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の安全率分布表を表示します。 

 [ズーム]メニューは，表示図を拡大表示します。 

(1) [条件]メニュー  

 [条件]メニューをクリックして下さい。 

 下図のドロップダウンメニューから [ポイント法]，[ベース法]，[Ｒ法]のどれかをクリッ
クして下さい。（通常，ポイント法です。） 

 [条件]メニューの[ポイント法]をクリックすると下図を表示します。 
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 [条件]メニューの[ベース法]をクリックすると下図を表示します。 
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 [条件]メニューの[Ｒ法]をクリックすると下図を表示します。 
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(2) [計算]メニュー  

 [計算]メニューは円弧すべり計算により，安全率の計算を行います。 

 [最小安全率の検索]チェックボックス；最小安全率を検索する場合オンにします。指定した
格子中心座標における安全率のみの計算の場合オフにします。 

 [１次検索]ボタン；入力している格子中心座標，および１次検索の格子ピッチ，格子点数の

条件で円弧すべり計算を行い最小安全率を連続して計算します。上記の条件を変えて色々な

ケースを検討する必要があります。[計算中止]ボタンにより計算を中止することができます。 

 [２次検索]ボタン；１次検索が終了した段階で使用可能になります。入力している格子中心

座標と２次検索の格子ピッチ，格子点数の条件で円弧すべり計算を行い最小安全率を連続し

て計算します。１次検索より更に狭い格子ピッチで検索します。 

 [手動計算] ボタン；入力している格子中心座標，１次検索の格子ピッチ，格子点数の条件

で円弧すべり計算を行い最小安全率の計算を１ケースのみ行います。最小安全率が検索でき

るまで同様に操作を手動で繰返します。 

 [計算書]セルコンボボックス；リストの中から[出力]または[なし]を選択します。[出力]を

選択した場合，「設計計算書」に出力されます。[なし]の場合，「設計計算書」に出力され

ません。無補強時の場合，出力できるのは１箇所のみです。 

 [格子中心座標]テキストボックス；格子中心のＸ座標，Ｙ座標を入力します。通常０.５ｍ

単位で入力します。[最小安全率の検索]チェックボックスをオンにしている場合，次に計算

する格子中心座標が自動的にセットされます。 

 [格子ピッチ] コンボボックス；リスト項目をクリックすることにより，格子ピッチを入力

します。Ｘ方向とＹ方向のピッチは同じ値です。 

 [格子点数]スピンボタン；矢印ボタンをクリックすることにより，格子点数を入力します。

Ｘ方向とＹ方向の格子点数は同じ値です。 
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 [格子中心座標履歴] グリッド；計算するたびに格子中心のＸ座標，Ｙ座標，および安全率
の履歴がリスト内に順次登録されます。上から順に新しい計算がならびます。項目をダブル
クリックすることにより，格子中心座標を元に戻すことができます。 

 [ネバーカットラインの考慮]チェックボックス；[ネバーカットラインの考慮]にチェックボ

ックスをオンにして[ライン設定]ボタンをクリックしてネバーカットライン座標を入力し

ます。 

 [編集]メニューには下記のドロップダウンメニューがあります。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 

 [カットラインの考慮]チェックボックス；[カットラインの考慮]にチェックボックスをオン
にして[ライン設定]ボタンをクリックしてカットライン座標を入力します。 
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 [編集]メニューには下記のドロップダウンメニューがあります。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 
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 [土質定数] ボタン；[地盤の土質定数および座標]の画面に飛びます。地盤の土質定数を変
更できます。ただし，地盤座標は変更できません。 
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(3) [表示]メニュー  

 [表示]メニューの[円弧図]をクリックすると円弧図を表示します。 

 コンボボックスのリストに[最小安全率]，[ポイントＮｏ．１～ｎ]，[計算箇所全体]が表示

されます。 

・[最小安全率] ；各格子点においてポイントＮｏ．１～ｎの中で最小安全率が発

生する円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ.１] ；ポイントＮｏ.１の円弧図を表示します。 

・[計算箇所全体] ；計算個所全体の円弧図を表示します。 

 計算安全率が計画安全率を満たしていない場合，円弧図は赤色で表示されます。 
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 [表示]メニューの[分布表]をクリックすると分布表を表示します。 

 コンボボックスのリストに[ポイントＮｏ中で最小]，[ポイントＮｏ.１～ｎ]が表示されま

す。 

・[ポイントＮｏ中で最小] ；各格子点においてポイントＮｏ.１～ｎの中で最小安全率

を表示します。 

・[ポイントＮｏ.１] ；ポイントＮｏ.１の安全率分布表を表示します。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 
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２．５.２ 円弧すべり計算[地震時]  

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[円弧すべり法]を選択し，[地震時の検討]

チェックボックスをオンにすると[無補強時]のメニューに円弧すべり[地震時]が表示され，

地震時の検討を行うことができます。 

 無補強時－円弧すべり計算[常時]と同様に[地震時]のデータ入力をします。 
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２．５.３ 直線すべり計算［常時］ 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[直線すべり法]を選択すると[無補強時]

のメニューに[直線すべり計算]が表示され，直線すべり法で無補強時の検討を行うことがで

きます。 

 開始座標のデータ入力をし，[計算開始]ボタンをクリックします。 

 [計算書]の[出力]と[なし]は最小安全率が計算された箇所が自動的に[出力]に指定されま

す。この場合，設計計算書に出力されます。出力されるのは１箇所のみです。 

 [土質定数]ボタンをクリックすると[地盤の土質定数および座標]の画面に飛びます。地盤の

土質定数が変更できます。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 

 [画面縮]ボタン；ボタンをクリックすると下図が表示されます。赤色が最小安全率が発生す

る位置です。 

 [画面拡]ボタン；ボタンをクリックすると画面が拡大し，元の入力画面になります。 
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２．５.４ 直線すべり計算［地震時］ 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[直線すべり法]を選択し，[地震時の検討]

チェックボックスをオンにすると[無補強時]のメニューに直線すべり[地震時]が表示され，

地震時の検討を行うことができます。 

 無補強時－直線すべり計算[常時]と同様に[地震時]のデータ入力をします。 
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２．６ 必要抑止力 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[円弧すべり法]を選択し，地震時の検討を行

わない場合は下図の表示となります。 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[円弧すべり法]を選択し，地震時の検討を行

う場合は下図の表示となります。 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[直線すべり法]を選択した場合は下図の表

示となります。 

２．６.１ 円弧すべり計算[常時] 

 円弧すべり計算[常時]のデータ入力をします。 
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 [条件]メニューは，円弧すべり線の指定を行います。円弧すべり線は次の３方法があります。 

・指定した点を通る円弧すべり線    ・・・  ポイント法 

・指定した直線に接する円弧すべり線  ・・・  ベース法 

・指定した半径での円弧すべり線    ・・・  Ｒ法 

 [計算]メニューは，円弧すべり計算により，必要抑止力を計算します。 

 [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の必要抑止力分布表を表示します。 

 [ズーム]メニューは，表示図を拡大表示します。 

(1) [条件]メニュー  

 [条件]メニューは無補強時の画面と同様です。無補強時を参照下さい。 

(2) [計算]メニュー  

 [計算]メニューは円弧すべり計算により，必要抑止力の計算を行います。 

 [最大必要抑止力の検索]チェックボックス；最大必要抑止力を検索する場合オンにします。
指定した格子中心座標における必要抑止力のみの計算の場合オフにします。 

 [計算書]セルコンボボックス；リストの中から[出力]または[なし]を選択します。[出力]を

選択した場合，「設計計算書」に出力されます。[なし]の場合，「設計計算書」に出力され

ません。最大必要抑止力の場合，出力できるのは１箇所のみです。 

 その他の入力項目は無補強時の画面と同様です。無補強時を参照して下さい。 
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(3) [表示]メニュー 

 [表示]メニューの[円弧図]をクリックすると円弧図を表示します。 

 コンボボックスのリストに[最大必要抑止力]，[ポイントＮｏ．１～ｎ]，[計算箇所全体]が

表示されます。 

・[最大必要抑止力] ；各格子点においてポイントＮｏ．１～ｎの中で最大必要抑止力

が発生する円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ.１] ；ポイントＮｏ.１の円弧図を表示します。 

・[計算箇所全体] ；計算個所全体の円弧図を表示します。 
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 [表示]メニューの[分布表]をクリックすると分布表を表示します。 

 コンボボックスのリストに[ポイントＮｏ中で最大]，[ポイントＮｏ.１～ｎ]が表示されま

す。 

・[ポイントＮｏ中で最大] ；各格子点においてポイントＮｏ.１～ｎの中で最大必要抑

止力を表示します。 

・[ポイントＮｏ.１] ；ポイントＮｏ.１の必要抑止力分布表を表示します。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 
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２．６.２ 円弧すべり計算[地震時]  

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[円弧すべり法]を選択し，[地震時の検討]

チェックボックスをオンにすると[必要抑止力]のメニューに円弧すべり[地震時]が表示さ

れ，地震時の検討を行うことができます。 

 必要抑止力－円弧すべり計算[常時]と同様に[地震時]のデータ入力をします。 
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２．６.３ 直線すべり計算[常時] 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[直線すべり法]を選択し，地震時の検討を

行わない場合は下図の表示となります。 

 [開始座標Ｘo(m)]を入力し，[計算開始]ボタンをクリックします。 

 [計算書]の[出力]と[なし]は最大必要抑止力が計算された箇所が自動的に[出力]に指定さ

れます。この場合，設計計算書に出力されます。出力されるのは１箇所のみです。 

 [土質定数]ボタンをクリックすると[地盤の土質定数および座標]の画面に飛びます。地盤の

土質定数が変更できます。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 

 [画面縮]ボタン；ボタンをクリックすると下図が表示されます。赤色が最大必要抑止力が発
生する位置です。 

 [画面拡]ボタン；ボタンをクリックすると画面が拡大し，元の入力画面になります。 
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２．６.４ 直線すべり計算[地震時]  

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[直線すべり法]を選択し，[地震時の検討]

チェックボックスをオンにすると[必要抑止力]のメニューに直線すべり[地震時]が表示さ

れ，地震時の検討を行うことができます。 

 必要抑止力－直線すべり計算[常時]と同様に[地震時]のデータ入力をします。 
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２．７ 補強材配置 

 補強材の配置を行います。 

２．７.１ 配置 

 補強材の打設間隔，補強材長さ，削孔径，許容付着応力，のり面工低減係数等を入力します。 

 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 
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 [補強材－Ｎｏ]；[補強材データ]で入力した補強材がドロップダウンリストに表示されます

のでその中から選択します。 
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 [地盤－Ｎｏ]；[設計条件－地盤の土質定数および座標]で入力した地盤Ｎｏがドロップダウ

ンリストに表示されますので，補強材を打設する地盤をその中から選択します。 

 [基準座標点－Ｎｏ]；[設計条件－地盤の土質定数および座標]で入力した地盤の座標Ｎｏが

ドロップダウンリストに表示されますのでその中から選択します。 

 [基準座標点からの距離：Ｓo(m)]；ヘルプ[入力説明(1/2)]の図参照。 

 [補強材の縦方向打設間隔：Ｓv(m)]；ヘルプ[入力説明(1/2)]の図参照。 

 [補強材の縦方向打設本数：ｎ(本)]；ヘルプ[入力説明(1/2)]の図参照。 

 [補強材の水平方向打設間隔：ＳH(m)]；ヘルプ[入力説明(1/2)]を参照。 

 [補強材の配置間隔（1本/m2）]；Ｓv×ＳHの値を参考で表示します。 
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 [補強材打設角：α(°)]；ヘルプ[入力説明(1/2)]の図参照。ステータスバーにのり面直角

方向の角度が表示されますので参考にして下さい。 

 [補強材長さ：Ｌ(m)]；ヘルプ[入力説明(1/2)]の図参照。 

 [削孔径：Ｄ(mm)]；ドロップダウンリストに表示されますのでその中から選択します。ヘル

プ[入力説明(2/2)]も参考にして下さい。このドロップダウンリストは［材料登録メニュー：

施工機械と削孔径］で入力した項目が表示されます。 
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 [注入材の設計基準強度：σck(N/mm2)]；ドロップダウンリストに表示されますのでその中

から選択します。[注入材と補強材の間の許容付着応力：τc]が自動的に設定されます。 

 [注入材と補強材の間の許容付着応力：τc(N/mm2)]；[注入材の設計基準強度：σck(N/mm2)]

を入力すると，自動的に設定されますが，任意の値を入力することもできます。 

 [のり面保護工タイプ]；ドロップダウンリストに表示されますのでその中から選択します。，

[のり面工低減係数：μ]が自動的に設定されます。このドロップダウンリストは［材料登録

メニュー：のり面工タイプと低減係数］で入力した項目が表示されます。 

 [のり面工低減係数：μ]；[のり面保護工タイプ]を選択すると自動的に値が設定されます。 
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 [座標確認]ボタン；クリックすると補強材の打設座標を数値で確認できます。 

 [確認図]ボタン；クリックすると補強材配置を図で確認できます。 
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２．８ 補強時 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[円弧すべり法]を選択し，地震時の検討を行

わない場合は下図の表示となります。 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[円弧すべり法]を選択し，地震時の検討を行

う場合は下図の表示となります。 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]において[直線すべり法]を選択した場合は下図の表

示となります。 

２．８.１ 円弧すべり計算[常時] 

 円弧すべり計算[常時]のデータ入力をします。 
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 [条件]メニューは，円弧すべり線の指定を行います。円弧すべり線は次の３方法があります。 

・指定した点を通る円弧すべり線    ・・・  ポイント法 

・指定した直線に接する円弧すべり線  ・・・  ベース法 

・指定した半径での円弧すべり線    ・・・  Ｒ法 

 [計算]メニューは，円弧すべり計算により，安全率を計算します。 

 [表示]メニューは，計算した円弧図，および計算結果の安全率分布表を表示します。 

 [ズーム]メニューは，表示図を拡大表示します。 

(1) [条件]メニュー  

 [条件]メニューは無補強時の画面と同様です。無補強時を参照下さい。 

(2) [計算]メニュー  

 [計算]メニューは円弧すべり計算により，最小安全率の計算を行います。 

 [最小安全率の検索]チェックボックス；最小安全率を検索する場合オンにします。指定した
格子中心座標における安全率のみの計算の場合オフにします。 

 [計算書]セルコンボボックス；リストの中から[出力]または[なし]を選択します。[出力]を

選択した場合，「設計計算書」に出力されます。[なし]の場合，「設計計算書」に出力され

ません。全てのケ－スにおいて出力可能です。 

 その他の入力項目は無補強時の画面と同様です。無補強時を参照して下さい。 
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(3) [表示]メニュー 

 [表示]メニューの[円弧図]をクリックすると円弧図を表示します。 

 コンボボックスのリストに[最小安全率]，[ポイントＮｏ．１～ｎ]，[計算箇所全体]が表示

されます。 

・[最小安全率] ；各格子点においてポイントＮｏ．１～ｎの中で最小安全率が発

生する円弧図を表示します。 

・[ポイントＮｏ.１] ；ポイントＮｏ.１の円弧図を表示します。 

・[計算箇所全体] ；計算個所全体の円弧図を表示します。 
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 [表示]メニューの[分布表]をクリックすると分布表を表示します。 

 コンボボックスのリストに[ポイントＮｏ中で最小]，[ポイントＮｏ.１～ｎ]が表示されま

す。 

・[ポイントＮｏ中で最小] ；各格子点においてポイントＮｏ.１～ｎの中で最小安全率

を表示します。 

・[ポイントＮｏ.１] ；ポイントＮｏ.１の安全率分布表を表示します。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする

ことにより，元画面に戻ります。 
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２．８.２ 円弧すべり計算[地震時]  

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[円弧すべり法]を選択し，[地震時の検討]

チェックボックスをオンにすると[補強時]のメニューに円弧すべり[地震時]が表示され，地

震時の検討を行うことができます。 

 補強時－円弧すべり計算[常時]と同様に[地震時]のデータ入力をします。 
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２．８.３ 直線すべり計算［常時］ 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[直線すべり法]を選択し，地震時の検討を

行わない場合は下図の表示となります。 

 [開始座標Ｘo(m)]を入力し，[計算開始]ボタンをクリックします。 

 [計算書]に[出力]を入力すると，設計計算書に出力されます。[なし]を入力すると出力され

ません。[出力]は計算箇所全てで出力することができます。 

 [補強材長]ボタンをクリックすると[補強材の配置およびのり面データ]の画面に飛びます。

補強材の長さ等を変更できます。 

 [土質定数]ボタンをクリックすると[地盤の土質定数および座標]の画面に飛びます。地盤の

土質定数が変更できます。 
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 [ヘルプ]メニュー；入力データの説明の画面が表示されます。[ＯＫ]ボタンをクリックする
ことにより，元画面に戻ります。 

 [画面縮]ボタン；ボタンをクリックすると下図が表示されます。赤色が最小安全率が発生す
る位置です。 

 [画面拡]ボタン；ボタンをクリックすると画面が拡大し，元の入力画面になります。 
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２．８.４ 直線すべり計算［地震時］ 

 [設計条件－基本条件－安定計算方法]においてに[直線すべり法]を選択し，[地震時の検討]

チェックボックスをオンにすると[補強時]のメニューに直線すべり[地震時]が表示され，地

震時の検討を行うことができます。 

 補強時－直線すべり計算[常時]と同様に[地震時]のデータ入力をします。 
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２．９ 表示 

２．９.１ 入力断面 

 入力断面を表示します。 
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２．９.２ 設計断面 

 設計断面を表示します。 

 ２．９.３ 土質区分 

 土質区分を表示します。 
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２．９.４ 補強材配置 

 補強材配置を表示します。 
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２．９.５ 無補強時円弧すべり 

 [無補強時円弧すべり]メニューの[円弧図]の[常時]をクリックするとコンボボックスを表

示します。 

 コンボボックスの[計算箇所全体]をクリックすると[計算箇所全体]を表示します。 
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 コンボボックスの[最小安全率]をクリックすると，[最小安全率]を表示します。 

 コンボボックスの[ポイントＮｏ．１]をクリックすると，[ポイントＮｏ．１]を表示します。 
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 [無補強時円弧すべり]メニューの[分布表]の[常時]をクリックするとコンボボックスを表
示します。[ポイントＮｏ中で最小]をクリックすると，[ポイントＮｏ中で最小]の分布表を
表示します。 

 コンボボックスの[ポイントＮｏ．１]をクリックすると，[ポイントＮｏ．１]の分布表を表
示します。 
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２．９.６ 無補強時直線すべり 

 無補強時の直線すべりを表示します。 
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２．９.７ 必要抑止力（円弧すべり） 

 [必要抑止力（円弧すべり）]メニューの[円弧図]の[常時]をクリックするとコンボボックス

を表示します。 

 コンボボックスの[計算箇所全体]をクリックすると[計算箇所全体]を表示します。 
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 コンボボックスの[最大必要抑止力]をクリックすると，[最大必要抑止力]を表示します。 

 コンボボックスの[ポイントＮｏ．１]をクリックすると，[ポイントＮｏ．１]を表示します。 
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 [必要抑止力（円弧すべり）]メニューの[分布表]の[常時]をクリックするとコンボボックス
を表示します。[ポイントＮｏ中で最大]をクリックすると，[ポイントＮｏ中で最大]の分布
表を表示します。 

 コンボボックスの[ポイントＮｏ．１]をクリックすると，[ポイントＮｏ．１]の分布表を表
示します。 
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２．９.８ 必要抑止力（直線すべり） 

 必要抑止力の直線すべりを表示します。 



 2 - 75 

２．９.９ 補強時円弧すべり 

 [補強時円弧すべり]メニューの[円弧図]の[常時]をクリックするとコンボボックスを表示

します。 

 コンボボックスの[計算箇所全体]をクリックすると[計算箇所全体]を表示します。 
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 コンボボックスの[最小安全率]をクリックすると，[最小安全率]を表示します。 

 コンボボックスの[ポイントＮｏ．１]をクリックすると，[ポイントＮｏ．１]を表示します。 
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 [無補強時円弧すべり]メニューの[分布表]の[常時]をクリックするとコンボボックスを表
示します。[ポイントＮｏ中で最小]をクリックすると，[ポイントＮｏ中で最小]の分布表を
表示します。 

 コンボボックスの[ポイントＮｏ．２]をクリックすると，[ポイントＮｏ．２]の分布表を表
示します。 
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２．９.１０ 補強時直線すべり 

 補強時の直線すべりを表示します。 
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２．１０ ズーム 

 [ズーム]メニューには下記のドロップダウンメニュー項目があります。 

２．１０.１ 拡大 

 表示メニューで表示した図を拡大します。 

 [拡大]メニューをクリックします。 

 表示されている図の拡大する部分をマウスでドラッグする。 

ドラッグ終了 

 

ドラッグ開始 
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 指定した部分の拡大した図を表示します。 
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２．１０.２ 全体 

 表示されている図の全体を表示します。 

 [全体]メニューをクリックします。 

 表示図の[全体]が表示されます。 
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２．１１ ヘルプ 

２．１１.１ バージョン情報 

２．１１.２ 計算基準及び参考文献 

２．１０.３ 参考(円弧すべり計算の計算回数) 
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